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時の磁気結合度 k の向上を目指して Y2O3絶縁膜厚
を 200nm から 80nm に薄くすることを試みた． 
2. 動作原理 
dc-SQUID では 2 つのジョセフソン接合が超伝導
ループで並列に接続されており，印加磁束の変化
をセンサ出力である変調電圧⊿V として取り出す．
図 1のように特性の揃った n個の dc-SQUIDを直列
に接続した場合，直列 SQUID 全体の出力電圧は
個々の SQUID の⊿V の和で表され，単一 SQUID






が, 貼合せ前の有効面積は SQUID のループ面積 
  
図 1直列 SQUID の概略図とその出力変調電圧 
を Asとすると 4.3Asであるのに対して,貼合せ後は
磁束伝達効率を η,磁場検出コイルのループ面積を
Apとすると ηApとなる.ここで η値は磁気結合度 k
と現在用いている SQUIDと磁場検出コイルパター
ンのインダクタンスより 4.07k×10-6と計算される
ので，貼合せ前と比べると(ηAp /4.3As =)37.6k 倍
に有効磁場面積を増大させることが出来る. 
3. 実験結果 





角度の変更により SQUID 変調電圧⊿V の値は向上










表 1 2直列 SQUID マグネータの測定結果 
 
 
図 2貼合せ前と貼合せ後の V-Φ特性 
接合角度 ⊿V[μV] 2I c[μA] 2(Rn/2)[Ω] 
24° 8.0 94 3.9 
30° 15 55 5.0 
